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～ 1757）、社員による私貿易・脇荷（会社は 1667 年か
ら認めた）、唐船の三形態で長崎から輸出された。数
量が分かるのは公式貿易のみであり、文書の残らない
脇荷、唐船による輸出量はバタヴィア城日誌などの例
外を除いて推測の域をでない。山脇悌二郎が集計した
有田磁器輸出量は約 120 万個であったが、それは本書
が集計した数字ときわめて近く、Volker の集計数量は
誤りが多いという。年代別にインドネシアや東南アジ
ア、インド、ペルシア、オランダなどへ運ばれた有田
磁器の数量と種類が一覧表に集成されている。医療品
に用いる薬壺や食器の皿など、どの地域や年代にどの
種類が多いか、一目瞭然である。
　遺跡出土品や博物館蔵品との関係も興味深い。イン
ドに色絵が運ばれ、ムンバイ博物館に初期柿右衛門色
絵皿が展示されていること、スリランカに装飾的な蓋
付壺が運ばれ、コロンボ博物館蔵品に柿右衛門色絵人
形があることと等、こうしたことと関係が見られる。
ペルシアには茶碗が多く、次いで皿であり、その他の
器種は注文がない。これも当該地の食生活に良く合う。
ただしペルシア湾岸で 17 世紀の有田磁器はまだ遺跡
から出土していない。本書の表をみていると、遺跡出
土品や美術館蔵品との関係が思い起こされる。もし有
田の磁器を積み、航海途中で沈んだオランダ船があっ
たとすれば、沈没船の名前や行き先、積み荷、年代な
どを知る史料が本書のなかに見いだせることとなる。
(e-mail: tatsuosasaki@hotmail.com)
